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でのHinの変数は内部変数Rn,Pn と考えられるo この Rnは先 巌 の形に求ま示
いた｡
Rn - rn 塙 韮 昔 ｡sinq･(rn-rn′) (2･2-
全系のHamiltonianによって記述される運動のmodeのうちS個は longitudinal
wave即ち･phononmodeとして既にCollectivecoordinateの方法で取 り扱った
ので,残 りの (3N-S)の自由度 を記述する部分は内部 Hanilt｡ni｡1と考えられ,その内
部運動には transverse的な運動のmodelが存在しているかも知れないOそこで我々は
rotonexcitation をこの残 りの内部 Hamiltonidnに含まれる内部励起であると
考え,内部座標Rnを用いてHin を基準振動の形に求めることにするo
基準座標としては次の形に採るのが都合がよい｡
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たポテンシャルを採 って excitationenergyを算出してみることにす る｡
Ⅴ(r) - vo (o≦r<b)
ここで,
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k勘 ! er(k)-〔erg〕 Er(k)/k 〔O革〕 Exp,.(H.W.S4'loK〕
0.8 1 21.0 15ー2 12.7_
1.0 ･24.5 17.7 13.6
1.2 25.7 18.~6 13.8
1.4 24.4 17.7 -13.0
1.6 20.6 14.9 ll.2
1.8 15.1 10.9 ■9.3
1.9 ll.4 8.3 8.7
2.0 9.8 7.1 9.0
2.1 10.5 7.6 10.0
2.2 13.2 .9,5 ll.7
2.3 17.1 ･12.4 13.6





§5. む す び
我々は rotonexcitationを phononcollectivemotionに対する internal
m(ヽtionによる励起であるという立場から, internalHamiltonianの n(1rmal
･modeを求めてきたO内部励起を記述する基準座標 としては,先に(1)導入しておいた内
部座標Rn を用いて Erk-⊥ ∑eik･Rnの形に仮定したo この座標を系の基底状態 に
o｡｡r｡t｡ してできる状態,N葦 l｡> は系の励起状態を表わすことになるが,この励
起状態はちようどFeynman-Cohen(5)たちの仮定した励起状態と同じ形になっているo
我々はこの計算では, long-rangedipole-dipoleinteractionterm を無視
し,又最後の計算で potentialterm の two-particle correlationterm を無
視 して主要項だけを拾 って概算してみたのであるが,得 られたEnergy spectrum の
形は実験とかな りよく一致 している｡ ここで無視した項を拾って正しく,精密に計算を
実行すれば,より実験値に近い結果が得 られることを期待できると思われる｡更に,(2
･3)式に仮定した roton座標に正準共役な運動量を兄い出し,Tomonagaの方法を用
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